
第１問 次の問い（Ａ～Ｃ）に答えよ。（配点 ２０）

Ａ 太陽系天体の性質や地球の構造に関する次の問い（問１・問２）に答えよ。

問 １ 太陽系の惑星や衛星が大気をもつかどうかには，それらの天体の質量や太

陽からの距離が関係している。次の図�は，太陽系の代表的な天体につい

て，その質量と太陽からの平均距離との関係を示したものである。図�の天

体と，その大気の特徴を述べた後の文ａ・ｂの正誤の組合せとして最も適当

なものを，後の�～�のうちから一つ選べ。 １０１

質量(地球を１とした値)
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図� 天体の質量と太陽からの平均距離

灰色の領域はそれぞれグループ X，Yを表す。
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�

― ５２ ― （２６０５―５２）



ａ 月と水星（グループ X）は，その他の天体にくらべて質量が小さく，大気

がほとんどない。

ｂ 木星と土星（グループ Y）は，その他の天体にくらべて太陽からの平均距

離が長く，水素・ヘリウムの厚い大気をもつ。

ａ ｂ

� 正 正

� 正 誤

� 誤 正

� 誤 誤

物理基礎／化学基礎／生物基礎／地学基礎

出題範囲：地学基礎
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問 ２ 次の文章中の ア ・ イ に入れる語句の組合せとして最も適当な

ものを，後の�～�のうちから一つ選べ。 １０２

プレート境界のうち，二つのプレートが収束する境界では，海溝や島弧を

伴う沈み込み帯や，ヒマラヤ山脈のような大山脈を伴う衝突帯が形成され

る。衝突帯がつくられるのは， ア プレートどうしが収束して重なり合

う場合である。この重なり合う要因は，それらのプレートに含まれる

ア 地殻の イ ので，プレートがマントルの中に沈み込みにくいた

めと考えられている。

ア イ

� 海 洋 密度が小さい

� 海 洋 温度が低い

� 大 陸 密度が小さい

� 大 陸 温度が低い

物理基礎／化学基礎／生物基礎／地学基礎

出題範囲：地学基礎
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Ｂ 火成岩と火山に関する次の問い（問３・問４）に答えよ。

はん

問 ３ 火成岩は，岩石の組織と化学組成によって分類される。次の表�は，斑状
とうりゆう

組織をもつ火成岩 Aと，等粒状組織をもつ火成岩 B・Cのおもな化学組成

を示したものである。火成岩 A～Cの名称の組合せとして最も適当なもの

を，後の�～�のうちから一つ選べ。 １０３

表� 火成岩のおもな化学組成（質量％）

A B C

SiO２ ５９．５９ ４８．２４ ７０．１８

Al２O３ １７．３１ １７．８８ １４．４７

FeO＋ Fe２O３ ６．４６ ９．１１ ３．３５

MgO ２．７５ ７．５１ ０．８８

CaO ５．８０ １０．９９ １．９９

Na２O ３．５８ ２．５５ ３．４８

K２O ２．０４ ０．８９ ４．１１

その他 ２．４７ ２．８３ １．５４

合計 １００．００ １００．００ １００．００

物理基礎／化学基礎／生物基礎／地学基礎

出題範囲：地学基礎
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A B C

� 安山岩 花こう岩
せんりよく

閃緑岩

� 安山岩
はん

斑れい岩 花こう岩

� 斑れい岩 安山岩 流紋岩

� 斑れい岩 花こう岩 閃緑岩

� 玄武岩 斑れい岩 花こう岩

� 玄武岩 安山岩 流紋岩

物理基礎／化学基礎／生物基礎／地学基礎

出題範囲：地学基礎
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問 ４ 次の文章中の ウ ・ エ に入れる語の組合せとして最も適当なも

のを，後の�～�のうちから一つ選べ。 １０４

ローマ帝国の古代都市ポンペイは，次の図�に示したベスビアス（ヴェズ
ふもと

ヴィオ）火山の火口から約�km離れた麓にあった。記録によると西暦７９年

�月２４日の昼ごろに噴火が始まり，火口から巨大な噴煙が立ちのぼった。

噴煙は北西の風に乗って南東にあったポンペイ上空に広がり，街におびただ

しい量の軽石が降り注いだ。軽石の分布から，噴煙は高度２０km付近の
さいせつぶつ

ウ に達していたと推定される。翌日�月２５日の朝，火山砕屑物が
か さい

エ とともに高速で斜面を流れ下る火砕流が発生し，すでに�m以上

の厚さで軽石に覆われていたポンペイを襲った。このとき，街に残っていた

２０００人以上の住民が犠牲となっている。

図� ポンペイの遺跡とベスビアス火山の写真

物理基礎／化学基礎／生物基礎／地学基礎

出題範囲：地学基礎
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ウ エ

� 成層圏 雨 水

� 成層圏 火山ガス

� 中間圏 雨 水

� 中間圏 火山ガス

物理基礎／化学基礎／生物基礎／地学基礎

出題範囲：地学基礎

― ５９ ― （２６０５―５９）



Ｃ 堆積構造に関する次の問い（問５・問６）に答えよ。

問 ５ 次の図�は，地層の層理面（地層面）や断面で観察される�種類の堆積構造
れんこん

の写真である。これらのうちから，漣痕（リプルマーク）・級化構造（級化層

理）・斜交葉理（クロスラミナ）を示すものの組合せとして最も適当なもの

を，後の�～�のうちから一つ選べ。 １０５

Ａ B

C D20　cm

20　cm

10　cm

1　m

図� 地層の層理面（Ａ）や断面（Ｂ～Ｄ）で観察される堆積構造の写真

物理基礎／化学基礎／生物基礎／地学基礎

出題範囲：地学基礎
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漣痕
（リプルマーク）

級化構造
（級化層理）

斜交葉理
（クロスラミナ）

� Ａ Ｂ Ｄ

� Ａ Ｄ Ｂ

� Ａ Ｄ Ｃ

� Ｃ Ｂ Ａ

� Ｃ Ｂ Ｄ

� Ｃ Ｄ Ｂ

さいせつぶつ

問 ６ 堆積構造の観察から，砕屑物を運搬・堆積させた水流の方向を復元できる

ことがある。前ページの図�のＡ～Ｄのなかで，水流の方向の復元に利用で

きる堆積構造の組合せとして最も適当なものを，次の�～�のうちから一つ

選べ。 １０６

� ＡとＢ

� ＡとＣ

� ＡとＤ

� ＢとＣ

� ＢとＤ

� ＣとＤ

物理基礎／化学基礎／生物基礎／地学基礎

出題範囲：地学基礎
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第２問 大気と海洋に関する次の問い（問１～３）に答えよ。（配点 １０）

問 １ 次の文章中の ア ・ イ に入れる語と記号の組合せとして最も適当

なものを，後の�～�のうちから一つ選べ。 １０７

風が弱い晴れた秋の夜間は，地表から ア が放射されて地上気温が下が

る。これを放射冷却という。雲・水蒸気が多いときや風が強いときは，放射冷

却の効果は弱まる。次の図�は，秋の異なる日（ａ・ｂ）の夜�時の天気図であ

る。地点Ａにおいて，放射冷却で翌朝の気温がより低下するのは， イ の

日である。

a
50°

40°

30°

20°

120° 130° 140° 150°

992

998
1040 1042 1006 1000

1000
1032

b
50°

40°

30°

20°

120° 130° 140° 150°

1020 1026
1002

1028

高 高 高

高高

低 低
低

低

低
低

低

AA

図� 秋の異なる日（ａ・ｂ）の夜�時の天気図

物理基礎／化学基礎／生物基礎／地学基礎

出題範囲：地学基礎
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ア イ

� 紫外線 ａ

� 紫外線 ｂ

� 赤外線 ａ

� 赤外線 ｂ

物理基礎／化学基礎／生物基礎／地学基礎

出題範囲：地学基礎
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問 ２ 次の図�は，年平均の降水量 Pと蒸発量 E，その差 P－ Eの緯度分布の模

式図を示している。同じ緯度での蒸発量と降水量は等しくなく，大気による水

蒸気の輸送で，大気中の水収支がつり合っている。図�の差 P－ Eの緯度分

布を参考にして，大気中の水蒸気輸送の向きを模式的に示した図として最も適

当なものを，後の�～�のうちから一つ選べ。 １０８

赤道

赤道

図２　年平均の降水量　P　と蒸発量　E，その差　P　－　E　の緯度分布
　　の模式図

45°N
0

45°S

45°N45°S

北向き北向き南向き 南向き

90°S

90°N

90°N

90°S

赤道 45°N45°S 90°N90°S

北向き南向き南向き 北向き

赤道 45°N45°S 90°N90°S

南向き南向き北向き 北向き

赤道 45°N45°S 90°N90°S

南向き北向き北向き 南向き

蒸発量・降水量

差　P　－　E

蒸発量　E

降水量　P

物理基礎／化学基礎／生物基礎／地学基礎

出題範囲：地学基礎
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問 ３ 次の文章中の ウ ・ エ に入れる数値と語句の組合せとして最も適

当なものを，後の�～�のうちから一つ選べ。 １０９

海水を蒸発させると，塩化ナトリウム（NaCl）・塩化マグネシウム（MgCl２）

などの塩類が残る。塩分は海水�kgに溶けているすべての塩類の質量（g）で表

され，単位は千分率（パーミル，‰）を用いる。陸水の影響を受けない外洋の海

水の平均塩分は，およそ ウ ‰である。外洋とくらべて，河川の近くの海

水は塩分が低い。また， エ するとき，その周囲の海水は塩分が高くな

る。

ウ エ

� ３５ 海水が凍結

� ３５ 海氷が融解

� ３．５ 海水が凍結

� ３．５ 海氷が融解

物理基礎／化学基礎／生物基礎／地学基礎

出題範囲：地学基礎

― ６５ ― （２６０５―６５）



第３問 次の問い（Ａ・Ｂ）に答えよ。（配点 １０）

Ａ 宇宙の進化に関する次の問い（問１・問２）に答えよ。

問 １ 次の文章中の ア ～ エ に入れる語句の組合せとして最も適当な

ものを，後の�～�のうちから一つ選べ。 １１０

宇宙は約１３８億年前のビッグバンで始まり，時間とともに ア して，

温度が イ なったと考えられている。この現象は，地球上で空気塊が上

昇・下降するときに温度が変化する現象と共通点がある。ビッグバンから約

３８万年後に ウ ，約９２億年後に エ 。

ア イ ウ エ

� 膨 張 高 く 太陽系が誕生し 宇宙が晴れ上がった

� 膨 張 高 く 宇宙が晴れ上がり 太陽系が誕生した

� 膨 張 低 く 太陽系が誕生し 宇宙が晴れ上がった

� 膨 張 低 く 宇宙が晴れ上がり 太陽系が誕生した

� 収 縮 高 く 太陽系が誕生し 宇宙が晴れ上がった

� 収 縮 高 く 宇宙が晴れ上がり 太陽系が誕生した

	 収 縮 低 く 太陽系が誕生し 宇宙が晴れ上がった

� 収 縮 低 く 宇宙が晴れ上がり 太陽系が誕生した

物理基礎／化学基礎／生物基礎／地学基礎

出題範囲：地学基礎
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問 ２ 宇宙の晴れ上がりとは，それまでまっすぐ進めなかった光が直進できるよ

うになり，宇宙を見通すことができるようになった現象である。その原因と

して最も適当なものを，次の�～�のうちから一つ選べ。 １１１

� 陽子と中性子が結合してヘリウムの原子核ができて，自由な陽子の数が

減った。

� 水素の原子核である陽子が生まれて，自由な陽子の数が増えた。

� 水素やヘリウムの原子核に電子が結合し，水素原子やヘリウム原子がで

きて，自由な電子の数が減った。

� 水素原子やヘリウム原子から電子が分離して，自由な電子の数が増え

た。

物理基礎／化学基礎／生物基礎／地学基礎

出題範囲：地学基礎
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Ｂ 銀河系（天の川銀河）の構造に関する次の問い（問３）に答えよ。

問 ３ 次の文章中の オ ・ カ に入れる記号と語の組合せとして最も適

当なものを，後の�～�のうちから一つ選べ。 １１２

次の図�は私たちが住む銀河系を真横から見た模式図である。恒星が多く

分布するのは，中央の膨らんだバルジと呼ばれる部分とそれを取り囲む円盤

状の部分である。私たちの太陽系は，図中の オ に位置しているため，

銀河系は地球の夜空に カ に見える。

A

B

バルジ
円盤部(ディスク)

図� 銀河系を真横から見た模式図

オ カ

� A 帯 状

� A 渦巻き状

� B 帯 状

� B 渦巻き状

物理基礎／化学基礎／生物基礎／地学基礎

出題範囲：地学基礎
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第４問 自然災害や人為起源の現象に関する次の問い（問１～３）に答えよ。

（配点 １０）

問 １ 次の図�は，自然または人為的な要因で生じる現象について，それぞれの継

続時間と影響範囲を考慮した時間・空間スケールを模式的に示したものであ

る。災害を引き起こす現象 A～Dの名称の組合せとして最も適当なものを，後

の�～�のうちから一つ選べ。 １１３

1　年

1　日

1　時間

1　分

1　秒
10　410　310　2

空間スケール(km)

時
間
ス
ケ
ー
ル
　

(年)

10　1

10　4

10　2

1

10－2

10－4

10－6

10－8
1

1　万年
四国

深層循環

地球の円周日本列島

100　年

地震動

　び　わ　こ

琵琶湖

Ａ

B

C

D

図� 自然現象や人為起源の現象の時間・空間スケールの模式図

A B C D

� 台風 津波 エルニーニョ現象 人為起源の地球温暖化

� 台風 津波 人為起源の地球温暖化 エルニーニョ現象

� 津波 台風 エルニーニョ現象 人為起源の地球温暖化

� 津波 台風 人為起源の地球温暖化 エルニーニョ現象

物理基礎／化学基礎／生物基礎／地学基礎

出題範囲：地学基礎
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問 ２ 地層を調べることで，過去の津波についての手がかりを得ることができる。

次の図�は，日本の太平洋沿岸の海岸線から内陸側に２００m離れた低地に位

置する，ある湖の底に堆積した完新世の地層の柱状図である。調査の結果，連

続的に堆積した泥層に�枚の砂層が挟まれていた。これらの砂層は，西暦

１４００年ごろ以降に内陸へ押し寄せた大きな津波で形成されたことがわかっ

た。この図をもとに考えられることを述べた文として，下線部に誤りを含むも

のを，後の�～�のうちから一つ選べ。 １１４

1950　年ごろ，3　cm

砂層の堆積年代
と厚さ

湖底面から
の深さ(m)

1850　年ごろ，5　cm0.5

1.0

1.5

2.0

0

1700　年ごろ，20　cm

1600　年ごろ，5　cm

1500　年ごろ，4　cm

1400　年ごろ，5　cm

砂層
泥層

図� ある湖の底に堆積した完新世の地層の柱状図

� 湖の底に堆積した完新世の地層は下位ほど古い。

� 砂層の厚さは，その直下の泥層の堆積期間の長さにほぼ比例する。

� 泥層の厚さは，その直上の砂層の厚さに比例しない。

� 津波により砂層が形成された間隔は，約１００年～１５０年である。

物理基礎／化学基礎／生物基礎／地学基礎

出題範囲：地学基礎
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問 ３ ある平野の活断層で地震が発生した場合を考える。次の図�は，活断層と震

央分布，現在の河川，河川を埋め立てた旧河川，山地，市街地を模式的に示し

たものである。ここで，まず地震ａ（マグニチュード６．５）が発生し，その翌日

に同じ深さで地震ｂ（マグニチュード７．０）が発生した。また，この前後の期間

にも地震が多く発生し，最大規模のものは地震ｂであった。これらの地震活動

やそれに伴う自然災害について述べた文として，下線部に誤りを含むものを，

後の�～�のうちから一つ選べ。 １１５

10　km

地震　b

山地

地震　a

市街地

河川 旧河川

活断層

Y X Z

図� 地震活動があった地域の模式的な地図

活断層を灰色の直線で，そこで発生した地震の震央を星印で示す。星印の
だ えん

大きさは，地震の規模を表している。楕円は市街地の範囲を，実線と破線の
曲線はそれぞれ河川と旧河川の範囲を示す。また，灰色の地域は急斜面の多
い山地を示す。

� 地点Ｘでは，地震ｂよりも地震ａのほうが初期微動継続時間が短い。

� 一連の地震活動のなかで，地震ａは地震ｂの余震である。

� 旧河川のなかの地点Ｙでは，液状化現象が発生しやすい。

� 山地の斜面上の地点Ｚでは，土砂災害が発生しやすい。

物理基礎／化学基礎／生物基礎／地学基礎

出題範囲：地学基礎
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